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被災時には幼児・学童の歯みがきの減少や食生活の乱れによるむし歯や歯肉炎の増悪が考えられるため、

口腔ケアや口腔衛生指導等が必要です。日本学校歯科医会による「児童生徒のための被災時の歯・口の健康

対応マニュアル」から「幼児・児童生徒に対する巡回口腔ケア・口腔衛生指導」の説明は次のとおりです。詳しく

は、マニュアルをご覧ください。 

 

「幼児・児童生徒に対する巡回口腔ケア・口腔衛生指導」 

１ 幼児・児童生徒への声掛け・・・嫌がる場合には無理強いしないこと。その場に保護者がいる場合には、同意

を得て行うこと。保護者に対しても口腔ケアの重要性を説明する。 

２ 支援物資である幼児・児童生徒用歯ブラシを手渡して、刷掃指導を行う。 

３ 汚れが著しい場合は、歯面清掃を行い、水でうがいをしてもらい、洗面器か膿盆に吐き出させる。 

なお、うがいで使用する水は持参したものを利用する。 

４ 口腔ケア記録用紙に、性別、年齢、ケア内容をチェックする。 

５ おやつのチェックシートを配布して、保護者の目を向けさせる 

 

 

間食（おやつ）セルフチェックシート 

 [ 使い方] 

避難所で生活している幼児、児童生徒は、支援物資としての菓子パンやお菓子（チョコレートやスナック菓子、ア

メ、ガムなど）、ジュースやイオン飲料などを自由にいつでも飲食できる状況です。周りの大人たちがおかれてい

る状況を考えれば、それもやむをえないと思われます。とはいえ、その中で子どもたちが自由にいつでもお菓子

やジュースを飲食できることは彼らのこころの慰めにはなるのでしょうが、歯･口の健康のためには自律した行動

が必要でしょう。そこで、この「間食（おやつ）チェックシート」を、大人の目が届くための資料として、また小学校高

学年であればセルフチェックのための資料としてご活用ください。具体的には、おやつやジュースを支給するとき

にお渡しいただき、「時間を決めて食べたり飲んだりしてね。保護者の人にチェックしてもらうか、自分で書き込ん

で注意しましょう。」などとひとことお口添えください。また、お菓子やジュースを置いておく場に常備しておいてく

ださい。 
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参考資料 「児童生徒のための被災時の歯・口の健康対応マニュアル」日本学校歯科医会 https://www.nichigakushi.or.jp/dentist/119/disaster.html 

 

https://www.nichigakushi.or.jp/dentist/119/disaster.html
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